
一球一球に
     オモイをこめて
　　　　　　　デフテニス 鈴木梨子選手

No.219
今回の定例会議は
No.219

今回の定例会議は

Tokorozawa city councilTokorozawa city council

ところざわ

市議会だより
ところざわ

市議会だより ９月

12月 ２月

６月



第 219 号ところざわ市議会だより

2

＼正副議長・委員会構成を紹介します／
第
74
代
　
副
議
長

　
　
末
吉
　
美
帆
子（
立
憲
リ
ベ
ラ
ル
の
会
⑤
）

第
72
代
　
議
長

　
　
粕
谷
　
不
二
夫（
市
民
ク
ラ
ブ
未
来
③
）

令和８年第３回臨時会議（5月15日）に副議長選挙を行いました
所沢市議会では市民にわかりやすい議会運営を行うことを目的に所信表明を行う機会を設けています。

議会の運営に関する事項、議会の会議規則、委員会に関する条例等、議長の諮問に関する事項を調査します。
委員長　植竹　成年④　　副委員長　青木　利幸④

石本　亮三⑤　　神戸　鉄郎①　　小林　澄子⑥　　花岡　健太①　　島田　一隆④
川辺　浩直②　　谷口　雅典④　　大石　健一⑤　　中　　毅志⑥　　入沢　　豊④

↑所信表明の様子 ↑副議長選挙の様子

議会運営委員会

予算に関することを審査します。
委員長　松本　明信④　　副委員長　斎藤　由紀①

斉藤かおり①　　長岡　恵子②　　花岡　健太①　　矢作いづみ⑥　　長谷川礼奈①
大石　健一⑤　　亀山　恭子④　　福原　浩昭⑤　　青木　利幸④　　入沢　　豊④

予算常任委員会

※議長は常任委員会には所属しません。 ※丸の中の数字は当選回数です。
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＼四常任委員会の委員を紹介します／

石原　昂③
自由民主党・維新・参政・

無所属の会

入沢　豊④
自由民主党・維新・参政・

無所属の会

青木　利幸④
［市民クラブ未来］

植竹　成年④
［公明党］

中井めぐみ①
日本共産党
所沢市議団

末吉美帆子⑤
［立憲リベラルの会］

長谷川礼奈①
［さきがけ］

大石　健一⑤
［至誠自民クラブ］

　中核市、新所沢パルコ跡地、旧庁舎・文化会館跡地、リノベーションまちづくり、まちづくり会社、
農地、ボールパーク、産業振興ビジョン等の公民連携について議論をして、所沢の魅力づくりに取り
組んでいます。

副
委
員
長

委
員
長

市政全般の企画や調整、財務、市税、契約、防災、商業、農業、観光等に関することを審査します。

斎藤　由紀①
［至誠自民クラブ］

亀山　恭子④
［公明党］

大庭　祥照①
自由民主党・維新・参政・

無所属の会

大久保　竜一①
［公明党］

荻野　泰男⑤
［さきがけ］

長岡　恵子②
立憲民主党・
れいわ新選組

斉藤かおり①
自由民主党・維新・参政・

無所属の会

小林　澄子⑥
日本共産党
所沢市議団

　所沢市障害のある人もない人も共に生きる社会づくり条例について、保健所について、高齢者支援
について、所管事務調査をしてきました。住民福祉の増進に寄与できるよう引き続き努めさせていただ
きます。

副
委
員
長

委
員
長

国民健康保険、福祉、保健、医療等に関することを審査します。

福原　浩昭⑤
［公明党］

佐野　允彦②
自由民主党・維新・参政・

無所属の会

松本　明信④
［市民クラブ未来］

矢作いづみ⑥
日本共産党
所沢市議団

赤川　洋二⑤
立憲民主党・
れいわ新選組

石本　亮三⑤
［立憲リベラルの会］

神戸　鉄郎①
自由民主党・維新・参政・

無所属の会

谷口　雅典④
［至誠自民クラブ］

　現在、所管事務調査として、学校教育について、教育施設について、まちづくりセンターの今後に
ついてに取り組んでおります。
　今年度は、中学生の「部活動の地域展開」に注力して活動する所存です。

副
委
員
長

委
員
長

文化芸術、地域づくり、小・中学校の教育、社会教育、図書館等に関することを審査します。

秋田　孝⑦
［至誠自民クラブ］

大舘　隆行⑤
［至誠自民クラブ］

中　毅志⑥
［市民クラブ未来］

山口　浩美①
［公明党］

前田　浩昭①
自由民主党・維新・参政・

無所属の会

島田　一隆④
［さきがけ］

花岡　健太①
日本共産党
所沢市議団

川辺　浩直②
［公明党］

　市街地整備と土地利用を柱に、地域の魅力向上と暮らしやすい環境づくりに取り組みます。公共施
設跡地の活用や交通基盤の充実を図り、将来世代に誇れる持続可能で魅力あるまちづくりを進めて
まいります。

副
委
員
長

委
員
長

道路、都市計画、再開発、区画整理、公園、上下水道、環境対策、ごみ対策等に関することを審査します。

総務
経済

健康
福祉

市民
文教

建設
環境
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第 219 号

６月定例会議での

議 案 審 議
【開催期間】　６月１日～６月１９日（１９日間）
【市長提出議案】令和８年度補正予算 １件
 条例改正 ３件
 契約変更 ２件
 契約締結 ５件
 財産の取得 ２件
 市道認定 ４件
 市道廃止 ２件
 人事関係 ２１件
【請願】  １件
【議員提出議案】  ２件

CONTENTS

●正副議長・委員会構成の紹介 ........... 2～3ページ
●議案等の審議 ..............................4～6ページ
●保健医療特別委員会の設置..................7ページ
●一般質問 ...................................8～12ページ
●所沢市議会の一年............................ 13ページ
●ギカイレポート................................. 14ページ
●政策討論会・議会報告会のお知らせ .....15ページ
●所沢から輝け!! ................................16ページ

市長提出議案のおもな事業概要事業概要

原案
　可決 家族の夏休みの思い出づくりに貢献します

議案第４９号　所沢市都市公園条例の一部を改正する条例制定について

北野公園市民プールの使用料について、未就学児のみとなっている無料の範囲を拡大するため、所要の改正を行うものです。

（　 スポーツ振興課　２９９８-９２４８）

無
料
の
範
囲

改正前 改正後 施行日 　令和８年７月１日

未就学児 未就学児 小学生

未就学児・小学生
1人に対して
付添人の成人2人まで

※市内在住を問わず、
すべての未就学児と
小学生、その付添人
が対象です。

今回の市民プールの無料化拡大による教育的効果についてはどのように考えているか。

小学生の水泳機会を増やすことで、水難事故の防止と命を守る力を養うということ、夏休み期間の家族のふれあいや
思い出づくりへの貢献といった教育的効果を期待している。

問

答

無料の範囲を市外の人と市内の人で分けていない。子育て政策に寄与する考えがあるとのことだが、どういった
考えなのか。

本市の子育て支援政策を積極的にアピールできること、子育て世代に手厚いまちであることをPRすることによって、ほかの
子育て政策も含めて所沢市は子育て世代に優しいまちだということをアピールできる一つのきっかけになればと考えている。

問

答
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議案第４６号「令和８年度所沢市一般会計補正予算（第１号）」に 反対

　保健医療計画、病院事業会計の現状及び課題について調査・研究を行い、健全な病院経営と地域医療体制の充実に資すること
を目的に設置するものである。

議員提出
議案第１号 保健医療特別委員会の設置について

　観光立国の推進に伴い、住宅宿泊事業（民泊）は多様な宿泊ニーズへの対応や空き家の有効活用として期待されている。しかし、
都市部を中心に民泊施設が急増する中、深夜の騒音、ゴミ出しルールの不徹底、不特定多数の出入りによる防犯上の不安など、
地域住民の平穏な生活環境が脅かされる事例が後を絶たない。
　特に、管理者が常駐しない施設におけるトラブル対応の遅れや、いわゆる「ヤミ民泊（無届業者）」による脱法的な運営は、自
治体の行政指導能力の限界を超えつつある。住民の安全・安心を確保し、地域社会と観光が共生するためには、現行制度の運
用を抜本的に強化することが不可欠である。よって、本市議会は、国に対し、速やかな措置を講ずるよう強く要望し、地方自治法
第９９条の規定により意見書を提出するものである。

議員提出
議案第２号 住宅宿泊事業に対する監督体制の強化と住環境保全を求める意見書

議員提出議案の
詳細はコチラ ▼

保健医療特別委員会の詳細は７ページをご覧ください。CHECK

市長提出議案に対する討論

　市民健康管理支援システムの改修は、マイナンバーカード１枚で受診できる環境整備とあるが、マ
イナンバーカードの破損や事業者がシステム改修を行っていない場合など、オンライン資格確認がで
きない場合を想定すると、依然として自己負担上限額管理票、医療受給者証等を携帯する必要があ
り、利用者の利便性に寄与しているとは到底言えない。また、福祉総合システムの改修は、一般就
労が困難な方やサービスの利用者を切り捨て、事業者の継続や新規参入を困難にすることが考えら
れるため、反対する。

日本共産党
所沢市議団

花岡 健太 議員

令和8年6月定例会議　審議結果
市長提出議案（40件） ■賛否の分かれた議案等　　　  については、議員別賛否一覧をご覧ください。

議案番号 議　案　件　名 付託委員会 結　　果

予　　算

総務経済

市民文教

建設環境

総務経済

市民文教

建設環境

原案可決

可　　決

 議案第46号 令和8年度所沢市一般会計補正予算（第1号）

 議案第47号 所沢市税条例の一部を改正する条例制定について

 議案第48号 所沢市自転車駐車場条例の一部を改正する条例制定について

 議案第49号 所沢市都市公園条例の一部を改正する条例制定について

 議案第50号 所沢市民文化センター改修事業契約締結についての一部変更について

 議案第51号 北野下富線（4工区）道路築造工事（下部工その2）請負契約締結についての一部変更について

 議案第52号 所沢市公共施設LED一括導入業務委託契約締結について

 議案第53号 全庁ネットワークパソコンの取得について

 議案第54号 小学校教師用コンピュータ外の取得について

  
市道路線の認定について

 議案第59号 
市道路線の廃止について

  

 議案第60号 

議案第55号

～

議案第58号
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議案番号 議　案　件　名 付託委員会 結　　果

―

可　　決

同意する

 議案第61号 所沢市立安松小学校長寿命化改修（建築）工事請負契約締結について

 議案第62号 所沢市立安松小学校長寿命化改修（機械設備）工事請負契約締結について

 議案第63号 所沢市立所沢中学校外3校屋内運動場空調設備設置工事請負契約締結について

 議案第64号 所沢市立南陵中学校外2校屋内運動場空調設備設置工事請負契約締結について

 議案第65号 教育委員会委員任命の同意を求めることについて

  農業委員会委員任命の同意を求めることについて

 議案第83号 固定資産評価審査委員会委員選任の同意を求めることについて

 
議案第84号

  
 諮問第1号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

議案番号 件　　　　　名 結　　果

原案可決
 第 １ 号 保健医療特別委員会の設置について

 第 ２ 号 住宅宿泊事業に対する監督体制の強化と住環境保全を求める意見書について

議員提出議案（2件）

番　　号 件　　　　　名 結　　果

不 採 択 請願第3号 「夜勤規制と大幅増員で安全・安心の医療・介護の実現を求める」意見書を国に提出することを求める請願

請　　　　願（1件）

議
員
表
彰

市
議
会
議
員
と
し
て
、
永
き
に
わ
た
り
地
方
自
治

の
発
展
と
振
興
に
尽
力
し
て
き
た
功
績
に
よ
り
、

全
国
市
議
会
議
長
会
、
埼
玉
県
市
議
会
議
長
会

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

赤
川　
洋
二

長
岡　
恵
子

末
吉
美
帆
子

石
本　
亮
三

荻
野　
泰
男

長
谷
川
礼
奈

島
田　
一
隆

青
木　
利
幸

中　
　
毅
志

粕
谷
不
二
夫

松
本　
明
信

矢
作
い
づ
み

花
岡　
健
太

中
井
め
ぐ
み

小
林　
澄
子

斎
藤　
由
紀

秋
田　
　
孝

大
舘　
隆
行

大
石　
健
一

谷
口　
雅
典

福
原　
浩
昭

山
口　
浩
美

亀
山　
恭
子

川
辺　
浩
直

大
久
保
竜
一

植
竹　
成
年

石
原　
　
昂

入
沢　
　
豊

前
田　
浩
昭

大
庭　
祥
照

佐
野　
允
彦

神
戸　
鉄
郎

斉
藤
か
お
り

議員別賛否一覧 各議員の賛否を表示しています。 賛成：○　　反対：×
立
憲
民
主
党
・

れ
い
わ
新
選
組

立
憲
リ
ベ
ラ
ル

の
会さきがけ市民クラブ

未来
日本共産党
所沢市議団

自由民主党・
維新・参政・
無所属の会

至誠自民クラブ公明党

議案第46号
議員提出議案第1号

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

×
×
×
×
×
×
×
×

（
議
長
）

議案第66号

～

議案第82号

島田　一隆　議員青木　利幸　議員大舘　隆行　議員

松本　明信　議員入沢　　豊　議員

在
職
15
年

表
彰
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福原 浩昭 松本 明信 大久保 竜一 斉藤 かおり 末吉 美帆子 副委員長
大石 健一

　公的病院の在り方、未来について、私たちは今、非常に難しい選択を迫られている。保健医療ニーズ
の変遷や近隣医療機関との役割分担を踏まえ、多角的な視点から議論し、未来を見据えた最適解を
見極めなければならない。
　このことから令和８年２月定例会議では、所沢市病院事業会計は、一旦立ち止まり、議論をすべき
という考えのもと、市民医療センター再整備事業を否決した。本課題は本市の保健医療の根幹に関
わるだけではなく、将来の財政規律を左右する複合的かつ重大な課題であり、既存の常任委員会の
所管を超えた横断的かつ専門的な議論が不可欠である。

　議員には議決責任がある。賛成した会派と反対した会派でその説明
責任が異なっているのは当然であり、再整備事業に賛成した日本共産
党所沢市議団としては病床や診療科を維持していく再整備計画をその
まま進めていく立場であるため、病床や診療科の削減のための特別委
員会の設置には反対する。

　最終日の６月１９日に議員提出議案第１号「保健医療特別委員会の設置について」が提出され、
賛成多数により原案可決されました。

＼保健医療特別委員会を設置しました／

提 案 理 由

討　論 反対
日本共産党
所沢市議団

花岡 健太 議員

　令和８年２月定例会議における病院事業会計の議決以降、再整備
計画について議論が行われていない。市民医療センターは市民の命と
健康を守る重要な社会基盤であることから、議会として議論が進まな
い状況をこれ以上続けるべきではないため、責任ある議論を尽くす場
として、本特別委員会の設置に賛成する。

　令和８年２月定例会議において、市民医療センターの再整備にかか
る予算が否決されたことを受け、６月定例会議において設置された特別
委員会です。市民にとって最適な再整備の在り方について議論を尽くし
てまいります。

賛成
立憲

リベラルの会

石本 亮三 議員

保健医療特別委員会委員

委員長
島田 一隆
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第 219 号

公明党
山口　浩美

至誠自民
クラブ
秋田　孝

さきがけ
荻野　泰男

公明党
川辺　浩直

　
議
員
が
自
身
の
政
策
提
案
等
も
含
め
て
、

市
に
対
し
て
考
え
を
聞
く
の
が
一
般
質
問
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
内
容
が
き
っ
と

あ
り
ま
す
。

※
各
議
員
の
質
問
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
す
べ
て
の
質
問

項
目
お
よ
び
動
画
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

6
月
定
例
会
議
で
の

一
般
質
問

⬆動画はコチラ

保
育
士
等
の
人
材
確
保
の

課
題
に
対
す
る
今
後
の
支
援
策
は

Q
こ
れ
ま
で
の
保
育
士
等
の

人
材
確
保
・
定
着
支
援
の
結
果

を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
保
育
士
確
保
に
向
け
、

保
育
士
の
保
育
料
支
援
を
含

め
、
今
後
ど
の
よ
う
な
支
援
を

実
現
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
の

か
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

A
本
市
の
人
材
確
保
・
定
着

支
援
策
と
し
て
は
、
給
与
改

善
費
補
助
金
（
月
額
2
万

8
0
0
0
円
）や
、
奨
学
金
返

済
支
援
、宿
舎
借
上
補
助
な
ど
、

県
内
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
な
る

確
保
策
を
講
じ
て
お
り
、
待
機

児
童
数
の
減
少
や
保
育
の
質
の

確
保
に
効
果
を
上
げ
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
保
育

士
の
処
遇
を
め
ぐ
っ
て
は
、
東

京
都
と
の
公
定
価
格
に
お
け
る

地
域
区
分
の
格
差
が
憂
慮
す
べ

き
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
も
県
と
連
携
を
し
な
が

ら
、
国
に
対
し
強
く
要
望
し
て

い
る
が
、
今
後
も
機
会
を
捉
え

て
、
国
に
要
望
し
て
い
く
。
保

育
士
の
方
々
が
本
市
で
安
心
し

て
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

環
境
の
維
持
に
努
め
、
必
要
な

方
に
適
切
な
保
育
が
届
く
よ

う
、
施
策
を
進
め
て
い
く
。

Q
西
武
池
袋
線
と
J
R
武
蔵

野
線
の
直
通
運
転
を
開
始
す
る

に
あ
た
り
、
今
後
、
埼
玉
県
西

部
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、

武
蔵
野
線
旅
客
輸
送
改
善
対
策

協
議
会
、
秋
津
駅
・
新
秋
津
駅

乗
換
利
便
性
向
上
行
政
連
絡
会

議
な
ど
で
、
観
光
や
移
住
・
定

住
な
ど
様
々
な
協
議
を
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
が
、

市
長
の
見
解
は
。

A
武
蔵
野
線
旅
客
輸
送
改
善

対
策
協
議
会
、
秋
津
駅
・
新
秋
津

駅
乗
換
利
便
性
向
上
行
政
連
絡
会

議
は
西
武
池
袋
線
と
J
R
武
蔵
野

線
の
直
通
運
転
に
関
す
る
要
望
等

を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
、
こ
の
度

実
現
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
今

回
の
直
通
運
転
に
よ
り
、
交
通
の

利
便
性
が
向
上
す
る
だ
け
で
な

く
、
回
遊
性
や
新
た
な
人
の
流
れ

が
生
ま
れ
、
本
市
へ
の
観
光
の
機

運
が
高
ま
る
と
期
待
し
て
い
る
。

ま
た
本
市
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た

だ
く
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
に
も
な

り
、
移
住
・
定
住
の
促
進
や
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る

も
の
と
期
待
を
し
て
お
り
、
今
後

も
沿
線
自
治
体
で
組
織
さ
れ
て
い

る
埼
玉
県
西
部
地
域
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
の
ほ
か
、
各
協
議
会
で
情

報
共
有
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

西
武
線
と
J
R
線
の
直
通
運
転
に
よ
る

　
観
光
や
移
住
・
定
住
な
ど
の

協
議
の
見
通
し
は

Q
義
務
教
育
で
の
保
護
者
の

経
済
的
負
担
を
少
し
で
も
減
ら

す
取
組
を
進
め
る
こ
と
は
市
が

子
育
て
支
援
に
力
を
入
れ
て
い

る
こ
と
を
示
す
と
考
え
る
が
、

教
材
の
み
な
ら
ず
、
学
校
指
定

物
品
も
含
め
た
包
括
的
な
負
担

軽
減
策
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、

教
育
長
の
見
解
は
。

A
義
務
教
育
で
の
教
育
活
動

の
全
て
が
無
償
化
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
保
護
者
の
経

済
的
負
担
が
必
要
な
も
の
も
あ

る
。
教
育
委
員
会
と
し
て
も
、

保
護
者
の
経
済
的
負
担
が
過
重

な
も
の
と
な
ら
な
い
よ
う
留
意

し
、
父
母
負
担
軽
減
消
耗
品
費

に
よ
る
学
校
で
の
物
品
購
入
や
、

保
護
者
負
担
軽
減
補
助
金
、

小
・
中
学
校
給
食
費
補
助
金
と

い
っ
た
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
経
済
的
困
窮
世
帯
に

対
し
て
は
、
就
学
援
助
事
業
に

よ
っ
て
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い

る
。
保
護
者
の
負
担
軽
減
策
を

引
き
続
き
行
っ
て
い
く
こ
と
で
、

全
て
の
こ
ど
も
た
ち
の
確
か
な

学
び
の
保
障
に
努
め
て
い
く
。

保
護
者
の
負
担
軽
減
政
策
に

今
後
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か

Q
ペッ
ト
と
の
暮
ら
し
は
、
癒

し
や
高
齢
者
に
と
っ
て
認
知
症
予

防
の
効
果
も
あ
り
、
よ
き
パ
ー
ト

ナ
ー
に
な
る
一
方
で
、
自
分
が

亡
く
な
っ
た
後
も
考
え
て
お
く
必

要
が
あ
る
。
ペッ
ト
の
飼
育
責
任

と
尊
厳
を
考
え
た
場
合
に
は
、
ペ

ッ
ト
後
見
制
度
や
ペ
ッ
ト
信
託
と

い
う
考
え
も
あ
る
。
ペ
ッ
ト
を
責

任
を
持
っ
て
飼
育
す
る
た
め
に
、

よ
り
一
層
の
意
識
啓
発
な
ど
の

周
知
を
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

A
ペッ
ト
を
飼
わ
れ
る
方
へ
の

案
内
と
し
て
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
基
本
的
心
構
え
や
飼
い
主
の

責
任
、
動
物
を
飼
う
前
に
考
え

な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と
な
ど
を

案
内
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
は
、

ペッ
ト
を
飼
う
前
に
一
生
面
倒
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
慎
重

に
判
断
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
案
内
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
飼

い
主
が
ペッ
ト
よ
り
も
先
に
亡
く

な
る
こ
と
な
ど
の
意
味
も
含
め
て

い
る
。
そ
う
し
た
場
合
の
備
え
と

し
て
、
ペ
ッ
ト
後
見
制
度
と
い
っ

た
サ
ー
ビ
ス
も
あ
る
よ
う
な
の

で
、
具
体
的
な
方
法
を
広
く
情

報
収
集
し
、
飼
い
主
の
方
が
責
任

を
持
っ
て
ペ
ッ
ト
を
飼
う
た
め
に

必
要
な
情
報
を
提
供
で
き
る
よ

う
努
め
た
い
。

ペ
ッ
ト
を
責
任
を
持
っ
て
飼
育

す
る
た
め
の
よ
り
一
層
の
啓
発
を
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公明党
亀山　恭子

さきがけ
島田　一隆

市民クラブ
未来

青木　利幸

至誠自民
クラブ
大石　健一

至誠自民
クラブ
谷口　雅典

至誠自民
クラブ
斎藤　由紀

東
所
沢
駅
の
機
能
向
上
や

周
辺
ま
ち
づ
く
り
の
今
後
の
方
針
は

Q
東
所
沢
駅
の
改
札
口
を
増

設
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、

駅
か
ら
の
歩
行
者
動
線
が
大
き

く
変
わ
る
。
新
設
さ
れ
る
改
札

口
周
辺
の
歩
行
空
間
の
安
全
性

確
保
、
ロ
ー
タ
リ
ー
・
駅
舎
の

改
修
を
セ
ッ
ト
に
し
た
駅
周
辺

の
一
体
的
な
環
境
整
備
を
同
時

に
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
る
。
本
市
と
し
て
、
鉄

道
事
業
者
に
対
す
る
改
札
口
増

設
や
改
札
機
能
の
強
化
と
い
っ

た
働
き
か
け
、
そ
れ
に
連
動
し

た
周
辺
の
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

方
針
を
伺
う
。

A
東
所
沢
駅
の
乗
降
人
数
は
、

今
後
さ
ら
な
る
増
加
が
見
込
ま

れ
る
。
そ
う
し
た
中
、
駅
の
改

札
口
が
増
設
さ
れ
れ
ば
、
こ
れ

ま
で
の
人
の
流
れ
に
加
え
て
、

新
た
な
人
の
流
れ
が
生
ま
れ
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
変

化
は
、
駅
周
辺
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
発
揮
さ
せ
、
商
業
の
活
性
化

や
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
つ
な
が
る

も
の
と
期
待
さ
れ
る
。
今
後

は
、
こ
う
し
た
ま
ち
の
変
化
を

的
確
に
捉
え
つ
つ
、
東
所
沢
駅

周
辺
の
適
切
な
土
地
利
用
に
向

け
た
見
直
し
を
検
討
し
て
い
く
。

Q
市
長
公
約
で
は
様
々
な
無

償
化
施
策
が
並
ん
で
い
た
が
、
そ

れ
は
市
長
が
候
補
者
時
代
に
や
り

た
い
こ
と
を
施
策
と
し
て
並
べ
ら

れ
た
と
い
う
こ
と
は
理
解
で
き

る
。
し
か
し
、
市
長
職
も
3
年

目
に
な
り
優
先
順
位
を
つ
け
て
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題

も
見
え
て
き
た
と
思
う
の
で
、
無

償
化
施
策
は
、
状
況
を
見
て
進

め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
長
の

見
解
は
。

A
事
業
の
実
施
は
、
財
政
状

況
に
加
え
社
会
情
勢
や
国
の
政
策

な
ど
も
勘
案
し
、
総
合
的
に
判
断

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
認
識
を

し
て
い
る
。
現
在
の
本
市
の
財
政

状
況
は
、
市
税
収
入
が
増
加
し
て

お
り
、
堅
調
な
財
政
運
営
を
見

込
ん
で
い
る
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ラ

更
新
の
費
用
を
含
む
各
種
大
型

事
業
は
市
財
政
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
た
め
、
事
業
実
施
時
期
の

平
準
化
や
費
用
精
査
を
実
施
す

る
上
で
、
財
源
に
つ
い
て
も
着
実

に
事
業
を
完
遂
で
き
る
よ
う
、
施

設
整
備
基
金
に
積
み
増
し
を
行
う

な
ど
、
財
源
の
見
通
し
も
立
て
て

進
め
て
い
る
。
引
き
続
き
公
約
を

進
め
る
に
当
た
っ
て
、
持
続
可
能

性
の
観
点
を
し
っ
か
り
と
踏
ま
え

な
が
ら
判
断
を
し
て
い
く
。

無
償
化
施
策
の
実
施
は

状
況
を
見
て
判
断
を

Q
西
武
新
宿
線
新
所
沢
第
4

号
踏
切
は
北
野
下
富
線
の
立
体

交
差
部
が
開
通
し
た
後
、
廃
止

す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
地
元

住
民
は
も
と
よ
り
近
隣
住
民
の

方
々
か
ら
、
陸
橋
完
成
後
も
踏

切
を
残
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
地

元
の
要
望
が
ま
と
ま
っ
た
際
に

は
ぜ
ひ
所
沢
市
の
ト
ッ
プ
と
し

て
、
西
武
鉄
道
に
踏
切
を
存
続

す
る
よ
う
申
入
れ
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
う
が
、
市
長
の

見
解
は
。

A
鉄
道
会
社
と
し
て
は
、
踏

切
道
は
危
険
な
施
設
と
い
う
認

識
で
あ
り
、
市
と
し
て
も
、
市

民
の
安
全
を
考
え
る
と
、
踏
切

の
廃
止
は
や
む
を
得
な
い
も
の

と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

北
野
下
富
線
の
設
計
は
、
地
域

の
方
々
の
通
行
な
ど
に
支
障
を

来
さ
な
い
よ
う
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

な
ど
の
昇
降
設
備
の
整
備
を
計

画
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

議
員
か
ら
御
指
摘
い
た
だ
い
た

地
域
の
方
々
か
ら
の
存
続
の
要

望
が
ま
と
ま
っ
た
際
に
は
、
そ
の

旨
を
西
武
鉄
道
に
伝
え
て
ま
い

り
た
い
。

西
武
新
宿
線
新
所
沢

第
4
号
踏
切
の
存
続
を

Q
2
月
定
例
会
議
の
一
般
質

問
で
、
待
機
児
童
、
保
留
児
童

が
ゼ
ロ
に
な
っ
て
い
く
よ
う
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
質
問

し
、
答
弁
で
反
省
点
を
上
げ
て

い
た
だ
い
た
。
そ
の
反
省
を
生

か
し
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
議

案
を
提
出
す
る
予
定
な
の
か
。

ま
た
、
教
育
委
員
会
に
は
学
校

敷
地
内
で
の
児
童
ク
ラ
ブ
の
整

備
、
ま
た
建
設
部
等
の
建
築
技

術
者
か
ら
助
言
を
も
ら
う
よ
う

申
し
上
げ
た
が
、
ど
の
よ
う
に

工
夫
さ
れ
て
い
る
の
か
。

A
民
設
民
営
児
童
ク
ラ
ブ
に

関
す
る
予
算
は
、
こ
れ
ま
で
は

6
月
定
例
会
議
で
、
小
学
校
区

と
支
援
単
位
数
の
み
を
お
示
し

し
て
議
決
を
お
願
い
し
て
い
た
。

今
年
度
よ
り
事
前
に
近
隣
と
の

調
整
を
経
て
き
た
こ
と
を
募
集

条
件
と
し
、
場
所
の
選
定
に
当

た
っ
て
は
、
市
も
現
地
を
確
認

し
た
上
で
議
案
を
提
出
す
る
予

定
で
あ
る
。
ま
た
、
教
育
委
員

会
や
建
設
部
と
学
校
内
の
児
童

ク
ラ
ブ
設
置
に
係
る
調
整
会
議

を
開
催
し
、
設
置
に
係
る
基
準

や
事
務
の
進
め
方
な
ど
に
つ
い
て

共
有
し
、
設
置
可
能
な
学
校
区

の
調
整
を
進
め
て
い
る
。

児
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童
、保
留
児
童
が

ゼ
ロ
に
な
る
た
め
の
工
夫
を

低
所
得
世
帯
の
大
学
生
に
市
独
自
の

給
付
型
奨
学
金
制
度
の
創
設
を

Q
本
市
で
は
従
来
か
ら
高
校

生
に
対
す
る
市
独
自
の
給
付
型

の
奨
学
金
制
度
を
創
出
し
、
支

援
を
行
っ
て
い
る
が
、
高
校
卒

業
後
の
大
学
生
を
支
援
す
る
給

付
型
の
奨
学
金
制
度
は
、
市
と

し
て
独
自
に
設
け
て
い
な
い
。

低
所
得
世
帯
の
大
学
生
の
生
活

を
少
し
で
も
支
援
す
る
た
め
、

支
給
人
数
の
予
算
は
限
ら
れ
る

と
思
う
が
、
市
独
自
の
給
付
型

奨
学
金
制
度
を
創
設
し
て
は
ど

う
か
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

A
学
費
に
つ
い
て
は
、
令
和

2
年
度
よ
り
国
に
よ
る
低
所
得

者
世
帯
の
学
生
等
を
対
象
と
し

た
給
付
型
奨
学
金
の
支
給
や
、

授
業
料
、
入
学
金
が
減
免
と
な

る
高
等
教
育
の
就
学
支
援
新
制

度
が
開
始
さ
れ
、
現
在
で
は
私

立
の
理
系
学
科
等
に
通
う
学
生

や
、
こ
ど
も
が
3
人
以
上
い
る

多
子
世
帯
に
も
対
象
が
拡
大
さ

れ
、
国
に
よ
る
大
学
な
ど
の
教

育
費
の
支
援
が
順
次
拡
充
さ
れ

て
き
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
今

後
国
の
支
援
メ
ニュー
の
動
向
を

注
視
し
、
大
学
生
へ
の
奨
学
金

の
給
付
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

引
き
続
き
研
究
し
て
い
き
た
い
。

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
新
た
な

格
差
を
生
み
出
さ
な
い
た
め
に

Q
物
価
高
騰
対
応
電
子
商
品

券（
と
こ
ペ
イ
）の
電
子
決
済
利

用
に
よ
る
1
0
5
6
円
の
不
公

平
さ
は
ど
う
し
て
も
感
じ
て
し

ま
う
。
行
政
D
X
は
あ
く
ま
で

も
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め

の
手
段
で
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
化

そ
の
も
の
が
目
的
で
は
な
い
。

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
制
度
を

利
用
で
き
な
い
市
民
が
生
ま
れ

て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
利
便
性

の
向
上
で
は
な
く
、
新
た
な
格

差
を
生
み
出
し
て
い
る
と
も
言

え
る
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

A
今
回
の
事
業
で
は
様
々
な

意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
デ

ジ
タ
ル
の
利
用
に
不
慣
れ
な
方
へ

の
対
応
を
今
後
、
よ
り
丁
寧
に

行
っ
て
い
く
。
本
市
の
D
X
推

進
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
の
力
で
様
々

な
制
限
や
障
壁
を
取
り
払
い
、

一
人
一
人
に
寄
り
添
う
こ
と
の

で
き
る
優
し
い
社
会
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、
効
果

的
・
効
率
的
な
施
策
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
一
方

で
、
デ
ジ
タ
ル
が
不
慣
れ
な
方
、

苦
手
な
方
も
そ
の
恩
恵
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
使
い
や
す
い
制
度

設
計
や
活
用
支
援
に
も
十
分
に

配
慮
し
て
い
く
。
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日本共産党
所沢市議団
花岡　健太

自由民主党・維新・
参政・無所属の会
入沢　豊

自由民主党・維新・
参政・無所属の会
斉藤かおり

立憲リベラルの会
石本　亮三

市民クラブ
未来

松本　明信

立憲民主党・
れいわ新選組
長岡　恵子

市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
の
病
床
と

診
療
科
の
維
持
を

Q
西
部
の
医
療
圏
で
は

5
4
4
病
床
が
足
り
な
い
と
言

わ
れ
て
お
り
、
特
に
診
療
科
を

削
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
病
床
を

削
っ
て
し
ま
う
と
、
感
染
症
対

応
の
と
き
の
入
院
対
応
が
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は

国
が
示
し
て
い
る
公
立
病
院
経

営
強
化
の
推
進
に
反
す
る
も
の

で
あ
る
と
考
え
る
。
積
極
的
な

病
床
確
保
と
入
院
患
者
の
受
入

れ
も
公
立
病
院
の
役
割
で
あ

り
、
病
床
と
診
療
科
の
削
減
は

行
う
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る

が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

A
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、

市
民
に
と
っ
て
命
を
守
る
と
り

で
で
あ
る
と
の
考
え
に
変
わ
り

は
な
い
。
し
た
が
って
市
民
医
療

セ
ン
タ
ー
の
再
整
備
は
、
令
和

6
年
3
月
に
策
定
し
た
再
整
備

基
本
計
画
に
沿
っ
て
、
現
病
院

の
病
床
数
や
診
療
科
を
再
整
備

後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
、
予
算
案
の
否
決
と

い
う
市
議
会
の
判
断
を
受
け
た

こ
と
か
ら
、
今
後
は
市
議
会
や

市
民
の
方
々
の
御
意
見
を
伺
っ

て
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

公
園
行
政
の
所
管
の
在
り
方
を

検
討
・
研
究
し
て
は
ど
う
か

Q
公
園
を
都
市
経
営
の
重
要

な
資
産
と
し
て
最
大
限
活
用
し

て
い
く
た
め
に
は
、
施
設
管
理

中
心
の
発
想
か
ら
一
歩
進
ん

で
、
都
市
計
画
や
ま
ち
づ
く
り

と
の
一
体
的
な
推
進
体
制
が
求

め
ら
れ
る
と
考
え
る
。
直
ち
に

組
織
改
編
を
求
め
る
も
の
で
は

な
い
が
、
今
後
の
行
政
需
要
や

都
市
政
策
の
方
向
性
を
踏
ま
え

て
、
公
園
行
政
の
所
管
の
在
り

方
を
検
討
・
研
究
し
て
い
く
考

え
は
あ
る
の
か
。

A
公
園
課
で
は
、
土
地
区
画

整
理
事
業
地
内
で
緑
の
保
全
を

推
進
す
る
北
秋
津
・
上
安
松
地

区
都
市
緑
地
保
全
事
業
や
、
所

沢
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
を
よ
り
魅

力
的
な
公
園
と
す
る
た
め
に
未

来
会
議
を
開
催
す
る
な
ど
、
ま

ち
づ
く
り
に
関
連
す
る
取
組
も

行
って
い
る
。
組
織
の
編
成
に
つ

い
て
は
、
幾
つ
も
の
組
合
せ
が
考

え
ら
れ
、そ
れ
ぞ
れ
に
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
が
想
定
さ
れ
る
。
今

後
も
地
域
課
題
を
解
決
す
る
た

め
に
ふ
さ
わ
し
い
組
織
機
構
の

在
り
方
に
つい
て
、
議
員
の
御
提

案
も
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

Q
本
市
は
2
0
5
0
年
ま
で

に
市
内
の
二
酸
化
炭
素
の
排
出

量
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
宣
言
し
て
い

る
。
市
民
か
ら
見
れ
ば
脱
炭
素

と
い
う
言
葉
は
聞
こ
え
は
よ
い

も
の
の
、
実
際
に
生
活
が
楽
に

な
る
の
か
、
税
金
に
見
合
う
効

果
が
あ
る
の
か
が
見
え
に
く
い

状
況
で
あ
る
。
市
は
今
後
、
中

核
市
移
行
、
医
療
セ
ン
タ
ー
の

建
て
替
え
、
旧
庁
舎
解
体
、
公

共
施
設
の
老
朽
化
対
策
、
福

祉
・
医
療
・
子
育
て
支
援
な
ど
、

多
額
の
財
政
需
要
を
抱
え
て
い

る
。
そ
の
中
で
、
脱
炭
素
関
連

予
算
の
優
先
順
位
は
市
民
生
活

に
直
結
す
る
医
療
、
福
祉
、
教

育
、
防
災
、
物
価
高
対
策
と
比

べ
て
適
切
で
あ
る
の
か
。

A
毎
年
度
策
定
し
て
い
る
第

6
次
所
沢
市
総
合
計
画
の
実
施

計
画
で
は
優
先
す
る
事
業
の
選

択
に
当
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
の
必
要
性
、
緊
急
性
、
費
用

対
効
果
、
後
年
度
負
担
な
ど
か

ら
総
合
的
に
判
断
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
脱
炭
素
関
連
の
事
業
も

含
め
適
切
に
事
業
の
選
択
が
さ

れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

脱
炭
素
関
連
予
算
の
優
先
順
位
は

　
現
在
の
財
政
需
要
か
ら
み
て

適
切
な
の
か

Q
S
N
S
は
世
代
間
に
認
識

の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
、
こ
の
感
覚

の
違
い
が
ル
ー
ル
と
実
態
の
ズ
レ

を
曖
昧
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
教
育
委
員
会
は
、
教
育
現

場
任
せ
で
は
な
く
、
市
と
し
て
統

一
の
ル
ー
ル
を
整
備
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
、
教
育
長
の
見

解
を
伺
う
。

A
国
や
県
も
、
教
職
員
の
不

祥
事
に
も
つ
な
が
る
恐
れ
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
教
師
が
S
N
S
等
を

用
い
て
児
童
生
徒
等
と
私
的
な
や

り
取
り
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
と

し
て
い
る
。
部
活
動
の
連
絡
は
私

的
で
は
な
い
が
、
個
人
の
連
絡
先

も
分
か
る
こ
と
と
な
り
、
不
祥
事

防
止
の
観
点
か
ら
推
奨
さ
れ
る
も

の
で
は
な
い
。
年
齢
や
経
験
に
よ

る
違
い
は
、
学
校
と
い
う
場
や

S
N
S
等
の
連
絡
手
段
に
限
ら
ず

様
々
な
場
面
で
生
じ
る
可
能
性
が

あ
る
。
そ
の
一
つ
一
つ
に
、
ル
ー
ル

を
つ
く
る
の
で
は
な
く
、
組
織
と

し
て
風
通
し
の
よ
い
職
場
を
つ
く

り
、
常
に
情
報
共
有
や
確
認
を
適

切
に
行
って
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
教
育
活
動
の
対
応
で
こ
ど
も

や
保
護
者
が
不
公
平
感
を
抱
く
よ

う
な
差
が
生
じ
な
い
よ
う
に
教
育

委
員
会
と
し
て
も
、
引
き
続
き
各

学
校
を
指
導
支
援
し
て
い
く
。

ス
マ
ホ
持
参
は
校
則
で
禁
止
だ
が

部
活
動
の
連
絡
に
L
I
N
E
が
使
用

さ
れ
て
い
る
実
態
を
ど
う
考
え
る
か

Q
現
在
の
社
会
状
況
で
は
企

業
誘
致
の
困
難
さ
が
増
し
て
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
区
画

整
理
は
大
事
な
資
産
の
提
供
で

あ
り
、
地
権
者
の
同
意
を
得
て

進
め
る
も
の
で
あ
る
。
ど
の
よ

う
な
区
画
整
理
に
な
る
の
か
、

街
づ
く
り
に
な
る
の
か
、
準
備

会
の
役
員
会
と
担
当
部
、
さ
ら

に
は
業
務
協
力
者
と
の
連
携
を

十
分
に
図
り
、
以
前
に
も
増
し

て
今
後
の
動
き
に
緊
張
感
を
持

っ
て
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
が
、

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

A
現
在
、
準
備
会
と
事
業
協

力
者
で
あ
る
株
式
会
社
フ
ジ
タ

と
の
間
で
、
基
本
協
定
書
及
び

覚
書
の
締
結
に
向
け
た
調
整
を

進
め
て
い
る
。
基
本
協
定
書
及

び
覚
書
の
締
結
後
は
、
事
業
の

ス
タ
ー
ト
と
な
る
組
合
設
立
に
向

け
た
計
画
段
階
と
し
て
、
測
量
、

調
査
、
設
計
に
取
り
組
む
予
定

と
準
備
会
か
ら
伺
って
い
る
。
準

備
会
結
成
か
ら
組
合
設
立
ま
で

の
期
間
は
、
既
に
事
業
化
し
て
い

る
三
ケ
島
工
業
団
地
周
辺
地
区

で
は
、
お
お
よ
そ
5
年
を
要
し

て
い
る
の
で
、
同
程
度
の
期
間
が

必
要
で
あ
り
、
そ
の
後
、
工
事

着
手
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

（
仮
称
）関
越
自
動
車
道
所
沢
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
の

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

Q
2
0
2
5
年
に
被
爆
・
終

戦
80
年
を
迎
え
、
広
島
県
は
国

際
平
和
拠
点
ひ
ろ
し
ま
構
想
推

進
計
画（
2
0
2
5
〜
2
0
2
7

年
度
）を
策
定
し
、
平
和
教
育
、

医
療
、
人
材
育
成
、
国
際
連
携

を
強
化
し
て
い
る
。
本
市
が
こ

の
動
き
と
連
携
す
る
こ
と
は
平

和
交
流
だ
け
で
は
な
く
、
多
分

野
で
政
策
効
果
を
得
ら
れ
る
実

務
的
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
平

和
教
育
や
そ
の
他
ア
ニ
メ
な
ど

の
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
、
文
化
、

観
光
、
国
際
発
信
な
ど
親
和
性

が
高
い
た
め
、
包
括
連
携
協
定

を
結
ん
で
は
ど
う
か
。

A
本
市
で
は
広
島
、
長
崎
両

市
が
設
立
し
た
平
和
首
長
会
議

に
加
盟
し
、
平
和
祈
念
式
典
に

市
内
在
住
の
中
高
生
な
ど
の
平

和
大
使
と
と
も
に
参
加
す
る
な

ど
平
和
へ
の
取
組
を
推
進
し
て

い
る
。
同
構
想
で
は
多
く
の
平

和
に
関
す
る
情
報
が
発
信
さ
れ

て
い
る
の
で
、
本
市
の
平
和
へ
の

取
組
を
推
進
し
て
い
く
中
で
、

こ
れ
を
積
極
的
に
活
用
し
、
そ

の
上
で
連
携
協
定
な
ど
が
必
要

で
あ
る
か
見
極
め
て
ま
い
り
た

い
。

平
和
交
流
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず

広
島
県
と
包
括
連
携
協
定
を
結
ん
で
は
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立憲民主党・
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赤川　洋二
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西
所
沢
駅
西
口
改
札
口
の

速
や
か
な
開
設
を

Q
市
長
は
西
所
沢
駅
西
口
改

札
口
開
設
を
公
約
に
掲
げ
て
お

り
、
5
月
に
開
催
し
た
西
所
沢

駅
西
口
改
札
口
開
設
期
成
会
定

期
総
会
に
も
参
加
さ
れ
て
い
る
。

当
時
70
歳
で
会
を
立
ち
上
げ
た

役
員
の
方
が
90
歳
を
超
え
、
け

な
げ
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
も

御
覧
に
な
っ
た
と
思
う
が
、
市
と

し
て
は
西
武
鉄
道
と
の
協
議
を

さ
ら
に
加
速
さ
せ
、
速
や
か
に

施
行
協
定
締
結
、
工
事
着
手
を

進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
市

長
の
見
解
を
伺
う
。

A
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
意

見
は
、
機
会
が
あ
る
ご
と
に
繰

り
返
し
西
武
鉄
道
株
式
会
社
に

も
お
伝
え
し
て
い
る
。
既
に
工
事

予
定
も
示
さ
れ
た
の
で
、
こ
れ

を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
今

は
必
要
な
手
続
き
を
一
つ
一
つ
着

実
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
一
番
の

近
道
で
あ
る
と
考
え
る
。
私
も

一
日
も
早
く
西
所
沢
駅
西
口
改

札
口
の
開
設
を
望
む
地
域
の

方
々
と
同
じ
方
向
を
向
い
て
お

り
、
思
い
も
同
じ
で
あ
る
。
皆

さ
ん
の
要
望
に
お
応
え
す
る
た
め

に
も
、
引
き
続
き
関
係
機
関
と

さ
ら
な
る
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

一
日
も
早
く
滞
り
な
く
進
め
ら

れ
る
よ
う
全
力
で
努
め
て
い
く
。

小
学
校
空
調
設
備
は

断
熱
改
修
と
同
時
に
行
っ
て
は

Q
小
学
校
空
調
設
備
は
断
熱

改
修
と
同
時
に
行
う
こ
と
で
空

調
設
備
も
小
さ
く
て
済
む
と
思

う
。
初
期
費
用
は
か
さ
む
が
、

長
い
目
で
見
た
場
合
、
空
調
の

設
置
費
用
だ
け
で
な
く
、
交
換

費
用
も
削
減
さ
れ
、
ト
ー
タ
ル

の
費
用
は
抑
え
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
。
本
市
は
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
も
表
明
し
て
い
る
の

で
、
小
学
校
の
空
調
設
備
は
断

熱
改
修
と
セ
ッ
ト
で
行
う
こ
と

は
で
き
な
い
の
か
。

A
比
較
的
大
規
模
な
断
熱
改

修
は
、
効
率
的
な
冷
暖
房
が
で

き
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
抑
え

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
認
識
し

て
い
る
が
、
大
規
模
な
改
修
は

改
修
部
位
が
広
範
囲
に
及
ぶ
こ

と
で
、
体
育
館
の
使
用
停
止
期

間
が
長
期
に
わ
た
り
、
教
育
課

程
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ

と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
影
響

も
考
慮
し
、
窓
ガ
ラ
ス
に
効
果

の
高
い
断
熱
遮
熱
フ
ィ
ル
ム
を
施

工
す
る
こ
と
と
し
た
。
今
後
は

中
学
校
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
稼

働
状
況
を
確
認
し
て
い
く
こ
と

で
、
小
学
校
体
育
館
への
エ
ア
コ

ン
設
置
に
際
し
て
の
参
考
と
し

た
い
。

イ
ラ
ン
情
勢
を
受
け
た

　
市
内
事
業
者
へ
の
支
援
を

ど
う
す
べ
き
と
考
え
る
か

Q
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
感
染
症

に
係
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証

4
号
、
5
号
　 

な
ど
の
支
援
制

度
が
設
け
ら
れ
、
本
市
も
対
応

に
当
た
っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し

い
。
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
5

号
は
、
7
月
1
日
の
運
用
か
ら
、

中
東
情
勢
を
踏
ま
え
た
影
響
を

初
め
て
反
映
さ
せ
、
制
度
対
象

と
な
る
指
定
業
種
を
5
8
3
業

種
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
地
方
自
治
体
と
し
て
も
、

事
業
の
長
期
化
を
見
越
し
て
対

処
を
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
。
イ
ラ
ン
情
勢
を
受
け
た
市

内
事
業
者
へ
の
支
援
は
、
市
長

と
し
て
現
在
の
状
況
を
ど
の
よ

う
に
認
識
し
、
行
政
と
し
て
ど

の
よ
う
な
対
応
を
行
っ
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
か
、
見
解
を
伺
う
。

A
今
般
の
金
融
情
勢
に
つ
い
て

は
、
事
業
者
の
経
済
動
向
、
経

済
活
動
の
影
響
を
懸
念
し
て
お

り
、
国
の
動
き
な
ど
は
注
視
し
て

い
る
。
事
業
者
か
ら
相
談
が
あ
っ

た
際
に
は
、
丁
寧
な
対
応
を
心
が

け
、
必
要
な
情
報
を
適
切
に
提

供
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。
そ

の
上
で
市
と
し
て
で
き
る
こ
と
は

な
い
か
、
状
況
の
変
化
を
踏
ま
え

な
が
ら
対
応
を
考
え
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
に
安
心
し
た
暮
ら
し
を

Q
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に

代
わ
る
も
の
と
し
て
、
以
前
は

本
市
に
も
存
在
し
て
い
た
、
日

常
生
活
で
は
自
立
し
て
い
る
が
、

体
調
に
不
安
が
あ
る
高
齢
者
が

低
廉
な
費
用
で
住
む
こ
と
が
で

き
る
ケ
ア
ハ
ウ
ス
と
も
よ
ば
れ

て
い
る
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
新

設
な
ど
を
進
め
る
考
え
が
あ
る

の
か
。

A
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
60

歳
以
上
で
自
立
し
て
生
活
す
る

こ
と
に
不
安
が
あ
る
身
寄
り
の

な
い
方
や
、
家
族
に
よ
る
援
助

を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
方
な

ど
が
入
居
す
る
こ
と
が
で
き
る

施
設
で
あ
る
。
軽
費
老
人
ホ
ー

ム
の
新
設
は
予
定
し
て
い
な
い

が
、
他
方
で
、
施
設
の
選
択
肢

は
要
介
護
度
が
要
支
援
2
か
ら

利
用
で
き
る
認
知
症
対
応
型
共

同
生
活
介
護
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
）
や
、
幅
広
い
価
格
帯
が
あ

り
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

な
く
て
も
申
込
み
が
で
き
る
サ

ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住
宅
な
ど

様
々
あ
り
、
現
状
と
し
て
は
、

こ
れ
ら
の
施
設
で
対
応
が
な
さ

れ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。

ひ
き
こ
も
り
の
方
へ

健
康
面
か
ら
の
支
援
を

Q
引
き
籠
っ
て
い
る
と
、
昼

夜
逆
転
や
不
規
則
な
食
生
活
、

偏
食
や
運
動
不
足
な
ど
が
心
配

さ
れ
る
。
日
頃
の
健
康
状
態
の

把
握
が
な
け
れ
ば
、
体
調
不
良

に
な
っ
た
と
し
て
も
、
比
較
検

討
材
料
が
不
足
す
る
。
そ
こ
で

市
が
行
っ
て
い
る
30
歳
代
健
診

に
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

そ
の
一
助
に
な
る
と
考
え
る
が
、

30
歳
代
健
診
を
ひ
き
こ
も
り
支

援
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
は
で

き
な
い
か
。

A
30
歳
代
健
診
は
、
原
則
と

し
て
申
込
み
の
あ
った
方
に
対
し

受
診
券
を
送
付
し
て
い
る
が
、

初
め
て
健
診
の
対
象
と
な
る
30

歳
の
方
と
特
定
健
診
の
対
象
と

な
る
前
年
の
39
歳
の
方
に
対
し

て
は
、
プ
ッ
シ
ュ
型
で
受
診
券
を

送
付
し
、
受
診
勧
奨
を
し
て
い

る
。
健
診
対
象
者
の
中
か
ら
支

援
が
必
要
な
方
を
把
握
す
る
こ

と
は
難
し
い
も
の
と
考
え
る
が
、

受
診
勧
奨
は
が
き
の
文
面
を
工

夫
す
る
こ
と
で
、
支
援
の
必
要

な
方
や
そ
の
御
家
族
の
目
に
留

ま
り
、
受
診
の
機
会
が
外
出
の

き
っ
か
け
と
な
る
可
能
性
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
継
続
し

て
周
知
方
法
の
工
夫
改
善
に
努

め
た
い
。

Q
と
こ
ろ
ワ
ゴ
ン
の
デ
マ
ン
ド

化
は
や
れ
ば
で
き
る
と
思
っ
て
い

る
が
、
な
か
な
か
前
進
し
な
い
。

デ
マ
ン
ド
交
通
を
導
入
せ
ず
に
、

と
こ
ろ
バ
ス
・
と
こ
ろ
ワ
ゴ
ン
だ

け
で
多
様
な
市
民
の
要
望
に
対

応
で
き
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

A
デ
マ
ン
ド
交
通
の
課
題
と
し

て
、
電
話
や
ア
プ
リ
な
ど
に
よ
る

予
約
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
運

行
ご
と
に
ル
ー
ト
が
異
な
る
た
め

目
的
地
ま
で
の
所
要
時
間
が
予

測
し
づ
ら
い
こ
と
が
あ
る
。
ま

た
、
タ
ク
シ
ー
に
近
い
運
行
形
態

で
あ
り
、
客
層
が
重
な
る
こ
と
か

ら
、
民
業
を
圧
迫
す
る
懸
念
も

あ
る
。
さ
ら
に
、
乗
合
率
が
低

く
運
行
効
率
が
悪
い
た
め
、
公

共
交
通
全
体
の
持
続
性
の
低
下

に
つ
な
が
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
。
公
共
交
通
に
対
す
る
市
民

要
望
は
、
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、

と
こ
ろ
バ
ス
・
と
こ
ろ
ワ
ゴ
ン
の

み
で
は
な
く
、鉄
道
や
路
線
バ
ス
、

タ
ク
シ
ー
な
ど
も
含
め
た
公
共
交

通
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

分
担
す
る
こ
と
で
市
民
要
望
に

広
く
応
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、

よ
り
多
く
の
方
に
御
利
用
い
た
だ

け
る
持
続
可
能
な
公
共
交
通
の

実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

デ
マ
ン
ド
交
通
を
導
入
せ
ず
に

　
多
様
な
市
民
要
望
に

応
え
ら
れ
る
の
か
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三
ケ
島
児
童
ク
ラ
ブ
の

今
後
の
整
備
方
針
は

Q
樹
冠
被
覆
率
の
定
義
と

は
、
都
市
や
地
域
の
地
表
面
積

の
う
ち
、
樹
木
の
葉
っ
ぱ
や
枝

が
広
が
っ
た
部
分
、
樹
冠
が
上

空
か
ら
見
て
ど
れ
く
ら
い
覆
っ

て
い
る
か
を
示
す
割
合
で
、
都

市
の
冷
却
効
果
や
日
陰
の
創
出

に
直
結
す
る
環
境
評
価
の
重
要

な
指
標
で
あ
る
。
こ
れ
は
都
市

の
暮
ら
し
や
す
さ
を
測
る
世
界

共
通
の
物
差
し
に
な
っ
て
お
り
、

国
連
も
重
視
し
て
い
る
指
標
に

な
る
が
、
本
市
が
樹
冠
被
覆
率

30
%
を
目
指
す
こ
と
に
つ
い
て
、

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

A
み
ど
り
の
保
全
を
通
じ
て
、

将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
で
魅

力
あ
る
地
域
づ
く
り
や
、
市
民

の
方
々
が
、
身
体
的
・
精
神
的
・

社
会
的
に
満
た
さ
れ
る
状
態
、

い
わ
ゆ
る
ウ
ェル
ビ
ー
イ
ン
グ
の

向
上
に
資
す
る
よ
う
な
街
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
、
本

市
に
と
って
も
重
要
な
テ
ー
マ
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
樹
冠
被

覆
率
の
取
扱
い
は
、
新
た
な
視

点
と
し
て
注
目
し
な
が
ら
、
本

施
策
に
と
って
有
効
性
な
ど
に
関

し
て
情
報
収
集
し
、
研
究
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
。

本
市
が
目
指
す
樹
冠
被
覆
率
に

関
す
る
市
長
の
見
解
は

学
校
プ
ー
ル
の
跡
地
利
活
用
を

　
本
市
独
自
の
取
組
と
し
て

発
展
さ
せ
て
は

Q
学
校
プ
ー
ル
の
再
編
は
単

な
る
施
設
更
新
の
問
題
で
は
な

く
、
こ
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境

の
向
上
、
教
員
負
担
の
軽
減
、

公
共
施
設
の
再
編
、
そ
し
て
こ

ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
同
時

に
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
大
き

な
政
策
機
会
で
あ
る
と
考
え

る
。
市
内
で
水
泳
授
業
を
受
け

入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
民
間
施

設
に
は
限
り
が
あ
る
た
め
、
検

討
を
こ
れ
以
上
先
送
り
す
る
の

で
は
な
く
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持

っ
て
民
間
活
用
モ
デ
ル
校
の
実

施
、
再
編
計
画
、
跡
地
活
用
ま

で
を
市
長
が
先
頭
に
立
っ
て
一

体
的
に
進
め
、
本
市
が
抱
え
る

様
々
な
行
政
課
題
の
解
決
に
つ

な
げ
る
所
沢
モ
デ
ル
と
し
て
発

展
さ
せ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

A
学
校
プ
ー
ル
跡
地
の
利
活

用
は
、
全
庁
的
に
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
学
校

プ
ー
ル
の
見
直
し
は
全
国
的
な

課
題
と
な
っ
て
お
り
、
他
の
自

治
体
の
取
組
も
参
考
に
し
な
が

ら
、
本
市
独
自
の
工
夫
も
反
映

さ
せ
ら
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

Q
自
転
車
利
用
者
に
ル
ー
ル

遵
守
を
求
め
る
の
で
あ
る
な
ら

ば
、
行
政
と
し
て
も
安
全
に
走

行
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
。
自

転
車
利
用
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
て

い
る
声
を
本
市
は
ど
の
よ
う
に

認
識
し
、
市
道
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
な
改
善
を
検
討
し
て
い

く
の
か
。

A
自
転
車
利
用
者
に
限
ら

ず
、
市
民
か
ら
は
御
意
見
を
い

た
だ
い
て
い
る
。
道
路
交
通
法

の
改
正
に
伴
い
、
自
転
車
利
用

の
ル
ー
ル
が
厳
格
化
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
自
転
車
レ
ー
ン
な
ど

の
自
転
車
通
行
空
間
の
必
要
性

が
高
ま
って
い
る
こ
と
も
認
識
し

て
い
る
が
、
新
た
な
自
転
車
通

行
空
間
の
整
備
に
は
、
既
存
道

路
の
幅
員
や
構
造
な
ど
の
関
係

か
ら
も
非
常
に
難
し
い
状
況
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ま
ず

は
先
進
市
の
整
備
事
例
な
ど
の

情
報
収
集
を
行
う
と
と
も
に
、

適
応
可
能
な
路
線
の
検
証
や
歩

行
者
と
自
転
車
の
通
行
帯
を
明

確
に
分
離
、
標
示
す
る
手
法
な

ど
を
精
査
し
、
誰
も
が
安
心
し

て
通
行
で
き
る
自
転
車
通
行
空

間
の
整
備
の
方
向
性
を
検
討
し

て
い
く
。

自
転
車
通
行
空
間
の
在
り
方
に
つ
い
て

検
討
の
余
地
が
あ
る
の
で
は

Q
歩
き
た
く
な
る
街
づ
く
り

と
い
う
観
点
で
は
、
駅
周
辺
商
店

街
、
公
共
施
設
、
公
園
、
民
間

敷
地
な
ど
を
含
め
た
面
的
な
休

憩
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

特
に
中
心
市
街
地
エ
リ
ア
は
今
後

の
整
備
の
中
で
、
歩
行
者
の
回
遊

性
や
滞
在
性
を
高
め
る
こ
と
が
重

要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
官
民
連
携
も
視
野
に
入
れ

て
、
歩
き
た
く
な
る
街
づ
く
り
を

進
め
る
考
え
も
あ
る
と
思
う
が
い

か
が
か
。

A
本
市
で
は
、
所
沢
駅
周
辺

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
き
、

所
沢
駅
周
辺
か
ら
元
町
交
差
点

付
近
へ
の
来
街
者
の
誘
導
を
目
指

し
、
公
共
空
間
な
ど
の
利
活
用
を

含
め
た
官
民
連
携
に
よ
る
歩
き
た

く
な
る
街
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

こ
の
目
的
の
達
成
に
は
、
歩
行
者

の
回
遊
性
と
滞
在
性
を
高
め
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
ベ
ン
チ
な
ど

の
休
憩
施
設
の
設
置
や
魅
力
的
な

空
間
の
創
出
が
必
要
不
可
欠
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
、
商

店
街
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
の
関

係
者
と
連
携
を
深
め
る
と
と
も

に
、
庁
内
連
携
の
下
、
民
間
敷
地

を
含
め
た
公
共
空
間
な
ど
の
新
た

な
休
憩
・
滞
在
ス
ポ
ッ
ト
の
創
出

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

官
民
連
携
も
視
野
に
入
れ

歩
き
た
く
な
る
街
づ
く
り
を
進
め
て
は

ご自宅や外出先からでも
　　　　　　傍聴できます!

☝ライブ中継には字幕が表示されます。☝ライブ中継には字幕が表示されます。

所沢市議会　議会中継 検索

Q
三
ケ
島
児
童
ク
ラ
ブ
の
老

朽
化
・
狭
隘
化
の
問
題
は
長
年

課
題
と
さ
れ
、
計
画
の
策
定
か

ら
既
に
数
年
が
経
過
す
る
が
、

こ
ど
も
た
ち
は
計
画
の
進
捗
を

待
っ
て
く
れ
な
い
。
今
求
め
ら

れ
て
い
る
の
は
検
討
で
は
な
く
、

具
体
的
な
方
向
性
を
示
す
こ
と

で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
三

ケ
島
児
童
ク
ラ
ブ
の
今
後
の
整

備
方
針
に
つ
い
て
、
令
和
8
年

度
中
に
一
定
の
方
向
性
を
示
す

考
え
が
あ
る
の
か
、
市
長
の
見

解
を
伺
う
。

A
現
在
、
令
和
11
年
度
ま
で

に
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
待
機

児
童
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
最
優
先

課
題
と
し
て
取
組
を
進
め
て
い

る
。
三
ケ
島
児
童
ク
ラ
ブ
を
含

め
、
施
設
の
老
朽
化
・
狭
隘
化

対
策
も
、
こ
ど
も
た
ち
の
安
全

な
保
育
の
た
め
重
要
な
課
題
と

認
識
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

待
機
児
童
の
解
消
と
併
せ
て
、

施
設
の
老
朽
化
・
狭
隘
化
対
策

も
検
討
を
進
め
て
い
く
。
少
な

く
と
も
三
ケ
島
児
童
ク
ラ
ブ
は
、

令
和
8
年
度
中
に
考
え
方
を
示

し
て
ま
い
り
た
い
。

き
ょ
う
　あ
い
　
か

�議会中継はコチラ
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令和 8年（2026年）8月15日

本文 13.5Q平90％

行間　通常 21H

　　　行数多い 19.5H

～議員は普段、どんなことをしているの?～

 5月 通年会期制スタート・臨時会議
 6月 定例会議
 7月 議会報告会
 8月 委員会の活動（所管事務調査）
 9月 定例会議・決算特別委員会
 10月 委員会の活動（所管事務調査）
 11月 議会報告会・委員会（所管事務調査）
 12月 定例会議
 1月 委員会（所管事務調査）
 2月 政策討論会
 2・3月 定例会議（当初予算審議）

5月
通年会期制スタート

7月
議会報告会

6月
定例会議

• 所沢高校と所沢西
高校を対象に開催
しました。

通年
他市議会からの視察対応

• 議会改革や広聴広報活動を
議員が直接説明しました。

10月
所管事務調査

11月
議会報告会

12月定例会議

•早稲田大学を対象に開催しま
した。
• 2年ぶりに一般市民を対象に開
催しました。

8月
所管事務調査

• 委員会による所管事務調査として参考人から意見
を伺うほか、他市の先進事例を視察しました。

9月
定例会議
決算特別委員会審査
• 予算が適正かつ効率的に使わ
れていたかを審査しました。

2月 政策討論会

定例会議（当初予算審議）
• 新年度の予算案に対し、税金の使途や事
業の妥当性を審査しました。

　所沢市議会では、 “開かれた議
会”を目指し、議会報告会や政策
討論会を開催しています。
　各常任委員会では所管事務調
査で所沢市の現状や課題を調査・
研究し、必要に応じて他自治体
の先進事例の視察も行います。
また、令和7年度は19の議会が
議会改革や広聴広報の取組につ
いて所沢市議会へ視察に訪れま
した。

• 通年会期制の振り返りを行うため開催し
ました。

定例会議期間中以外も、
議会は様々な活動をして
いるのだ !

所 市沢 一 年議 会 の
  昨年を
振り返ろう!
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第 219 号

ギ カ イ レポート

市民文教常任委員会 所管事務
調査

「所沢幼稚園跡地及び西富小学校施設の有効活用を求める提言」を行いました。

総務経済常任委員会
視　察 5月22日

《視察概要》

健康福祉常任委員会

教育施設について

　　学校教育について

狭山丘陵の魅力づくりとボールパーク

１ 所沢幼稚園跡地については、市長部局とも十分に連携し、地域の声を丁寧に聴きながら、利活用、又は処分
の検討を前に進めること。

２ 西富小学校については、市長部局から要請があった際には、放課後児童クラブの整備に最大限協力すること。
また、教職員駐車場のあり方について改善策を講じること。

旧市立所沢幼稚園の管理体制や今後に
ついてと西富小学校の空き教室等の利
活用について現状確認を行いました。
その後、次回の委員会で提言をまとめら
れるよう、準備を進めることが決定しま
した。

委員会にて自由討
議を行い、提言をま
とめました。

令和８年第３回（5
月）臨時会議で提言
に至るまでの経緯
から提言の内容に
ついて報告を行い
ました。

西武球場前駅周辺の狭山丘陵には「構想」と呼ばれる計画が存在し
ていません。
埼玉西武ライオンズが今後も所沢市で活躍し、さらなる賑わいを生
み出すことが必要なことから、例えば、「狭山丘陵ボールパーク」
または「武蔵野ボールパーク構想」を公民連携で掲げ、「狭山丘陵
の魅力づくり」に取り組んでいくことが重要と考えます。

提
言
内
容

委
員
長
の
ひ
と
こ
と

委
員
長
の
ひ
と
こ
と

提言の流れ

視　察 5月20日
《視察概要》

《会議録》

柳瀬地域包括支援センターについて

地域包括支援センターは総合相談窓口として待ちの姿勢ではなく、
介護予防など地域と連携しながら活動を行い、大きな役割を担って
いると感じました。
また、相談事案が複雑化しているため、福祉部の横のつながりがさ
らに密になると支援がよりスムーズに進むとのことで、検討すべき
課題ではないかと認識しました。

株式会社西武ライオンズと
ベルーナドーム

柳瀬地域包括支援センター

教育委員会に提言書を手渡しました。

4月17日
現地調査

5月8日
委員間協議

5月15日
常任委員長報告

6月4日
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ところざわ市議会だより令和 8年（2026年）8月15日

政策討論会

最新情報は
コチラ

石本亮三　　 中井めぐみ　　   斉藤かおり　
　　　 長谷川礼奈　　  山口浩美　　　   神戸鉄郎

議員になってみて

わかったこと

～1期目議員のホンネ～

議会報告会

最新情報は
コチラ

矢作いづみ　入沢豊　佐野允彦　中井めぐみ　花岡健太
斎藤由紀　松本明信　石本亮三　小林澄子

・定例会議の報告

・市民との意見交換

＼W開
催／

政策討論会：午前10時～　　議会報告会：午後2時～
会場：市役所低層棟3階　全員協議会室　事前申込不要・手話通訳あり

2026年11月14日（土曜日）
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ところざわ市議会だよりは2月、5月、8月、11月の15日に発行。戸別配布でお届けしています。
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2003年 所沢生まれ
2019年 第2回世界デフテニス選手権大会　女子ダブルス優勝・ユース部門女子
2023年 第3回世界デフテニス選手権大会　女子シングルス3位・女子ダブルス優勝
 世界デフテニスチーム選手権大会2023　女子チーム優勝
2024年 全豪オープンデフテニス　シングルス4位・ダブルス3位
2025年 東京2025デフリンピック　女子ダブルス　金メダル
2026年 世界デフテニスチーム選手権大会2026　女子チーム優勝

鈴木 梨子　   S u z u k i   R i k o

■
デ
フ
テ
ニ
ス
な
ら
で
は
の
面
白
さ
や

難
し
さ
は

　
テ
ニ
ス
と
の
違
い
は
補
聴
器
を
外
し

て
音
の
な
い
状
態
で
プ
レ
ー
す
る
こ
と

で
、
そ
の
中
で
ダ
ブ
ル
ス
は
一
番
難
し

さ
や
魅
力
が
出
る
と
思
い
ま
す
。
ダ
ブ

ル
ス
で
は
ペ
ア
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
必
須
に
な
り
ま
す
。
通
常
の
テ

ニ
ス
で
は
プ
レ
ー
中
に
相
手
と
掛
け
合

い
を
し
ま
す
が
、
そ
の
掛
け
合
い
が
な

い
状
態
で
ど
う
や
る
か
と
い
う
の
が
、

魅
力
と
い
う
か
面
白
さ
か
と
思
い
ま
す
。

■
デ
フ
テ
ニ
ス
を
よ
り
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
必
要
だ
と

思
う
こ
と
は

　
一
般
の
人
が
聞
こ
え
る
、
聞
こ
え
な
い

に
関
係
な
く
、
テ
ニ
ス
を
通
じ
て
交
流
が

で
き
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
く
こ
と
が
、
本
来
の
デ
フ
テ
ニ
ス
を

知
っ
て
も
ら
う
と
い
う
目
的
に
た
ど
り
着

く
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
デ
フ
テ
ニ

ス
は
ま
だ
マ
イ
ナ
ー
な
部
分
も
あ
る
の

で
、
だ
か
ら
こ
そ
選
手
の
こ
と
を
よ
り
身

近
な
存
在
と
し
て
感
じ
て
も
ら
え
る
と
思

い
ま
す
。

■
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
時
の
心
境
は

　
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
直
前
は
、
多
く
の

方
を
巻
き
込
ん
で
い
る
こ
と
、
今
ま
で

準
備
し
て
き
た
こ
と
を
発
揮
で
き
る
か

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
最
後
の
最
後
で
転
ん
で
怪
我
を

し
た
り
、
体
調
を
崩
し
た
ら
と
競
技
以

外
で
の
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

い
ざ
会
場
へ
入
っ
て
み
る
と
不
安
よ
り

も
こ
の
場
に
立
て
る
嬉
し
さ
と
誇
ら
し

さ
、
そ
し
て
応
援
が
後
押
し
と
な
り
、

自
信
を
も
っ
て
プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

■
所
沢
の
「
こ
こ
が
い
い
」
と
自
慢
で

き
る
と
こ
ろ
は

　
ず
っ
と
所
沢
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、
人

が
温
か
い
と
こ
ろ
で
す
。
小
さ
い
ま
ち
で

も
な
く
、
都
内
の
よ
う
に
大
き
い
ま
ち
と

い
う
わ
け
で
も
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ

れ
だ
け
た
く
さ
ん
の
世
代
の
方
が
集
ま
っ

て
い
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
地
方
都
市
と

か
、
田
舎
と
か
に
あ
る
よ
う
な
人
の
ぬ
く

も
り
が
所
沢
に
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

■
今
後
の
選
手
生
活
で
の
目
標
は

　
令
和
9
年
度
に
行
わ
れ
る
世
界
デ
フ
テ

ニ
ス
選
手
権
大
会
で
、
今
ま
で
シ
ン
グ
ル

ス
の
一
般
の
部
で
は
金
メ
ダ
ル
を
取
る
こ

と
が
で
き
て
い
な
い
の
で
、
そ
こ
で
金
メ

ダ
ル
を
取
る
こ
と
が
目
標
で
す
。


